
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一月は往（い）ぬる、二月は逃げる、

三月は去る」といわれます。新春から年

度替わりまでの慌ただしさを言い習わし

たものですが、今年もすでに１カ月以上

が過ぎようとしていることを思えば言い

得て妙な表現ですね。ここで今一度、襟

を正し令和３年の過ごし方を考えながら

自分自身と向き合ってみたいものです。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

URL:www.ht-tax.com 

Mail:y.taira@ht-tax.com 

【客足回復の起爆剤になるか！】 

神社や寺ではなく書店を訪問する「御書印めぐり」が静かなブームです。３月に始ま

った「書店と人を結ぶ」御書印プロジェクトの参加は現在 200 店を超えています。そ

の書店で御書印帳を手に 200 円でお願いすると、オリジナル印を含む３つの印が押さ

れ、日付と書店が選んだ本の一節が記載されます。全国の各書店の個性あふれるスタ

ンプと１フレーズを集めるのも楽しいですが、訪れた書店で手にした本との偶然の出

会い。時短で便利な通販では得られない喜びです。 

【
会
社
に
飾
る
絵
画
は
経
費
で
処
理
で
き
る
？
】 

 

「
会
社
に
飾
る
た
め
地
元
の
作
家
の
絵
画
を
購
入
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
絵
画
は
経
費
と
し
て
処
理
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
な
ど
の
業
務
の
た
め
に

用
い
ら
れ
る
資
産
で
、
建
物
や
備
品
な
ど
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て

そ
の
価
値
が
減
っ
て
い
く
資
産
を
減
価
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
美
術
品
が
減 

価
償
却
資
産
に
該
当
す
る
か
に
関 

し
て
、
２
０
１
５
年
以
後
に
取
得 

す
る
も
の
か
ら
新
し
い
取
り
扱
い 

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以 

前
は
１
点
２
０
万
円
（
絵
画
は
号 

当
た
り
２
万
円
）
以
上
か
ど
う
か 

な
ど
で
判
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
改

正
後
は
１
点
１
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
美
術
品
は
原
則
と
し
て

減
価
償
却
資
産
に
該
当
し
、
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

は
非
減
価
償
却
資
産
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。
た
だ
し
、
金
額
に

関
係
な
く
時
間
の
経
過
に
よ
り
価
値
が
減
少
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
も
の
は
減
価
償
却
資
産
と
し
て
、
逆
に
価
値
が
減
少
し
な
い

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
非
減
価
償
却
資
産
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
倉
庫
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
絵

画
な
ど
で
も
維
持
管
理
が
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
展
示
で
き
る

場
合
は
減
価
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
「
何
年
で
償

却
す
る
か
」
と
い
う
法
定
耐
用
年
数
は
、
金
属
製
の
彫
刻
な
ど
は

１
５
年
、
そ
れ
以
外
の
彫
刻
や
絵
画
、
陶
磁
器
な
ど
は
８
年
で
す
。

ち
な
み
に
絵
画
の
場
合
、
額
縁
の
費
用
に
つ
い
て
も
そ
の
絵
画
の

一
部
と
し
て
取
得
価
額
に
含
め
ら
れ
ま
す
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【この世は一冊の美しい書物である】 

 

冬の寒さがピークを過ぎれば「春眠暁を覚えず」のフレーズが口

をついて出る季節がやってきます。それにしても、春にむさぼる

惰眠の気持ち良いこと。「あと５分、あと３分だけ」と惰眠をむさ

ぼるのは、ささやかにしてぜいたくな瞬間ですね。ところで 近

では「スローライフ」や「ロハス」が再び注目されるようになり

ました。健康や地球環境を意識したロハスというライフスタイル

が、日本でブームになったのは 15 年ほど前。昨年から世界中を騒

がせている出来事は、無駄を省いて便利に効率よく生きることが

良しとされてきた風潮に一石を投じたように感じます。転じて商

売の面で考えてみると、効率重視でやってきた会社は、今までの

やり方が通用しない場面が増えているのではないでしょうか。労

力や手間を喜びや満足に変えるエネルギーが枯れてしまうと、一

事が万事で仕事も味気なくなり、いざという時の踏ん張りも効き

づらくなるものです。ダメージの度合いは業種業態にもよります

が、変化やチャレンジをいとわず柔軟に行動し続けている会社は、

このピンチをチャンスに変えているようにも思います。 

例えば歩くスピードを緩めると、道端 

に咲いている名もない花の美しさに目 

が留まり、早春の日差しのやわらかさ 

を肌で感じます。心の速度はスローダ 

ウンさせ、時には立ち止まってあたり 

を見渡し、けれどいざ行動するときは 

素早く動く。このようなメリハリが、

これからの不確かな時代を乗りこなしていく商売の在り方ではな

いかと思うのです。「この世は一冊の美しい書物である。しかしそ

れを読めない人間にとっては何の役にも立たない」これはゴルド

ーニュの言葉です。学ぼうという気持ちがあれば、起こる出来事

すべてから多くを学べるという教えはその通りでしょう。その意

味で、この世は一冊の美しい書物だといえます。あとは、それを

読みこなそうとする、どんな困難にも屈しない強い気持ちがある

かどうか。春眠をむさぼりつつ、よく目を凝らしながら世の中の

流れをしっかり見ていきたいものです。 

【エンド・オブ・ライフ】 
本屋大賞のノンフィクション本大
賞受賞作。京都の診療所を舞台に在
宅医療に関わる人々を７年間にわ
たり取材した著者 
が「命の閉じ方」 
を丁寧につづった 
作品です。自分や 
家族の 後の時を 
考え、日々を楽し 
もうと思わせてく 
れる一冊です。 

新しい夢や課題が見え

て成長できる月です。

未知の分野でも積極的

に挑戦することで実績

につながるでしょう。 

ますます意欲が増して

活動的になるチャンス

月です。何事も焦らず

じっくり取り組んでい

けばさらに吉運ＵＰ！ 

予想外の出来事に見舞

われやすい月です。し

かし、ゆとりを持って

行動すれば何事もなく

解決できる運勢です。 

運気が活気づくため自

分を見る周囲の目も変

わっていく運勢です。

周囲との調和をはかり

堅実に進めましょう。 


